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特集―選択迫られる外国人労働者受け入れ 

中
国
人
研
修
生
の
変
化
と
今
後
の
課
題
 

（
社
）
日
中
科
学
技
術
文
化
セ
ン
タ
ー
・
小
針
俊
郎
人
材
交
流
部
部
長
に
聞
く
 

　
製
造
業

の
好
況
に

伴
う
単
純

労
働
へ
の

需
要
増
で

外
国
人
研

修
・
技
能

実
習
制
度
の
問
題
が
露
呈
し
て
い
る
。（
財
）

国
際
研
修
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）
に
よ

る
と
、
同
制
度
に
基
づ
き
来
日
し
た
研
修
生

ら
が
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
に
寄
せ
た
相
談
件
数
は
、

昨
年
度
一
年
間
で
七
〇
五
件
に
達
し
た
。
一

昨
年
（
五
三
六
件
）
に
比
べ
約
三
割
増
え
て

お
り
、
時
間
外
・
休
日
勤
務
の
割
増
賃
金
に

関
す
る
疑
問
や
、
強
制
貯
金
や
罰
金
な
ど
を

強
い
ら
れ
る
な
ど
の
処
遇
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
相
談
が
目
立
っ
た
と
い
う
。
製
造
業
の
い

わ
ゆ
る
„
３
Ｋ
“
職
場
は
、
日
本
人
は
就
き

た
が
ら
ず
、
外
国
人
に
は
門
戸
を
閉
ざ
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
制
度
が
労
働
力
確
保
の
「
抜

け
道
」
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ

る
。
研
修
生
と
受
け
入
れ
企
業
、
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
運
用
と
は
。
こ
の
分
野
の
受

け
入
れ
団
体
と
し
て
実
績
の
あ
る
文
部
科
学

省
の
外
郭
団
体
、（
社
）日
中
科
学
技
術
文
化

セ
ン
タ
ー
（
西
澤
潤
一
会
長
）
に
小
針
俊
郎
・

人
材
交
流
部
部
長
を
訪
ね
、
制
度
と
実
態
の

ズ
レ
を
ど
う
埋
め
て
い
る
か
、
話
を
聞
い
た
。 

 

　 
 

研
修
生

Ｏ
Ｂ
が
中
国
全
土
で
活
躍 

　
勤
勉
で
優
秀
。
学
歴
が
高
く
、
仕
事
熱
心

で
苦
労
も
厭
わ
ず
、
知
識
や
技
術
を
習
得
し

よ
う
と
一
生
懸
命
―
―
。
小
針
部
長
は
、
「
九

〇
年
代
半
ば
ま
で
の
中
国
人
研
修
生
は
こ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
研
修

生
の
ま
じ
め
な
態
度
に
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
の
期

待
が
相
ま
っ
て
、
受
け
入
れ
企
業
数
や
業
種

も
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
中
国
研
修
生
の
派
遣
団
体

と
一
九
八
五
年
一
二
月
に
協
議
書
を
締
結
。

翌
年
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
会
員
企
業
を
対
象
に

研
修
生
の
派
遣
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

現
在
ま
で
に
受
け
入
れ
た
研
修
生
は
約
四
四

〇
〇
人
。
「
帰
国
し
た
研
修
生
Ｏ
Ｂ
の
多
く

が
中
国
全
土
の
企
業
に
復
帰
し
て
、
製
造
現

場
の
工
場
長
な
ど
の
責
任
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
」
と
い
う
。
事
業
開
始
時
は
大
卒
の

研
修
生
も
多
数
い
た
た
め
、
「
経
営
側
の
幹

部
に
な
っ
た
り
、
自
ら
起
業
し
た
卒
業
生
も

少
な
く
な
い
」
。
人
脈
が
多
方
面
に
定
着
し
、

草
の
根
レ
ベ
ル
の
交
流
が
結
実
、
大
き
く
開

花
し
た
格
好
だ
。 
   

経
済
成
長

と
と
も
に
、研
修
生
の 

　
意
識
や
質
が
変
化 

　
と
こ
ろ
が
、
九
〇
年
後
半
か
ら
事
情
が
少

し
変
わ
っ
て
き
た
。
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

で
年
率
九
％
を
超
え
、
日
中
間
の
技
術
格
差

が
縮
ま
る
な
ど
、
中
国
内
の
高
度
経
済
成
長

が
続
く
よ
う
に
な
る
と
、
中
国
内
の
地
域
間

で
貧
富
の
差
が
生
じ
始
め
、
「
研
修
生
の
意

識
や
質
の
低
下
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

か
ら
だ
。
北
京
、
上
海
な
ど
の
東
部
や
中
部

地
域
か
ら
の
研
修
生
は
す
で
に
裕
福
な
生
活

を
送
っ
て
い
て
、
「
異
国
で
の
研
修
・
実
習

に
三
年
間
も
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
人
も
出
て

く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」。 

   

研
修
生

の
出
身
地
や 

　
受
け
入
れ
企
業
の
選
考
を
工
夫 

 

同
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
事
業
の
強
み
は
、

中
国
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
中
国
科
学

技
術
協
会
に
所
属
す
る
中
国
対
外
応
用
技
術

交
流
促
進
会
で
あ
る
こ
と
。
同
促
進
会
が
中

国
全
土
の
各
省
を
通
じ
、
現
地
企
業
か
ら
優

秀
な
青
年
技
術
者
を
中
心
に
選
抜
、
日
本
へ

の
派
遣
を
手
が
け
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
、

同
促
進
会
と
協
議
し
、
「
今
後
は
比
較
的
裕

福
で
な
く
、
大
開
発
が
加
速
化
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
大
量
の
人
材
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

四
川
や
貴
酬
、
雲
南
な
ど
の
西
部
地
区
に
比

重
を
置
い
て
研
修
生
を
選
考
す
る
」
方
針
を

固
め
て
い
る
。 

 

同
時
に
、
受
け
入
れ
企
業
や
業
種
の
選
定

に
も
気
を
配
る
。
現
在
、
セ
ン
タ
ー
は
会
員

企
業
二
四
社
に
約
一
五
〇
人
の
研
修
生
・
実

習
生
を
送
り
出
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
先
は
、

電
機
や
高
層
ビ
ル
用
鉄
骨
溶
接
な
ど
の
中
堅

ク
ラ
ス
以
上
の
企
業
が
中
心
。
小
針
氏
は
、

「
こ
の
会
員
企
業
探
し
が
一
番
難
し
い
」
と

眉
を
曇
ら
せ
る
。 

 

「
単
純
労
働
者
不
足
の
問
題
解
決
に
、
研

修
・
実
習
制
度
を
悪
用
さ
れ
て
は
困
る
の
で
、

日
本
人
労
働
者
の
賃
金
が
低
い
業
種
や
企
業

を
敬
遠
す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
企
業
選
び
を

慎
重
に
」
行
う
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
手
動
溶

接
の
単
能
工
で
あ
っ
た
研
修
生
た
ち
は
、
一

年
目
に
半
自
動
溶
接
や
玉
掛
け
、
ク
レ
ー
ン

な
ど
一
つ
ず
つ
仕
事
を
覚
え
、
実
習
生
に
な

る
二
年
目
に
は
多
能
工
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
く
。
実
習
生
の
賃
金
も
、
「
企
業
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
大
体
、
月
額
二
五
万
円（
残

業
込
み
）ぐ
ら
い
は
も
ら
っ
て
い
る
」と
い
う
。 

   

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
と
は 

 

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
は
、
開
発

途
上
国
の
人
材
育
成
を
目
的
に
、
国
内
の
中

小
企
業
団
体
や
企
業
が
外
国
人
を
研
修
や
特

定
活
動
（
技
能
実
習
）
の
在
留
資
格
で
最
長

三
年
間
受
け
入
れ
る
制
度
。
最
初
の
一
年
間

は
、
研
修
生
と
し
て
日
本
語
と
技
術
・
技
能

を
学
び
な
が
ら
、
受
け
入
れ
企
業
で
作
業
し
、

月
七
万
円
の
研
修
手
当
を
受
け
取
る
。
実
務

を
伴
う
研
修
の
場
合
、
非
実
務
研
修
と
実
務

研
修
を
一
対
二
の
割
合
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
例
え
ば
、
製
造
現
場
で
研
修
を
受

け
る
場
合
、
四
カ
月
相
当
の
時
間
だ
け
は
座

学
と
現
場
見
学
並
び
に
作
業
指
導
な
ど
生
産

活
動
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
仕
組
み
だ
。 

 

そ
し
て
二
年
目
か
ら
は
企
業
と
雇
用
契
約

を
結
び
、
技
能
実
習
生
と
し
て
最
長
三
年
目

の
修
了
ま
で
働
け
る
こ
と
に
な
る
。
実
習
生

の
賃
金
は
（
地
域
別
も
し
く
は
産
業
別
の
）

最
低
賃
金
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
最
低
ラ
イ

ン
。
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
白
書
に
よ
る
と
、
二
〇
〇

三
年
度
の
技
能
実
習
生
へ
の
支
給
予
定
賃
金

（
基
本
給
）
は
、
平
均
一
一
万
九
〇
〇
〇
円
。

四
分
の
三
の
企
業
が
一
一
〜
一
四
万
円
未
満

だ
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
実
習
生
に
は
魅
力

的
な
条
件
だ
ろ
う
。
一
方
、
企
業
か
ら
す
れ

ば
、
残
業
手
当
や
住
居
負
担
な
ど
の
条
件
は

あ
る
も
の
の
、
三
年
間
の
最
初
の
四
カ
月
分

を
除
く
九
分
の
八
の
期
間
、
外
部
か
ら
の
安

価
な
労
働
力
を
見
込
め
る
。
二
〇
〇
三
年
に
、

こ
の
制
度
で
入
国
し
た
研
修
生
は
約
六
万
五

〇
〇
〇
人
。
う
ち
六
割
近
く
を
中
国
人
が
占

め
て
い
る
。
　 

（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 


